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	300
	目標金額
	万円
	2026年
	日(金)23時まで
	日(水)7時から
	＼名古屋大学がクラウドファンディングに挑戦します／


	廃棄資源が作物の力を引き出す！ バイオスティミュラントの研究開発へ
	「次世代 農業資材」の開発加速へ。捨てられていた生物資源が、作物の力を引き出す！
	この課題を解決する新たな選択肢として注目されているのが、「バイオスティミュラント（BS）」です。これは、環境負荷が懸念される化学肥料とは異なり、植物が本来持っている「過酷な環境に耐え、自ら免疫力を高める力」を引き出す、天然由来の資材です。
	インターネット上でのお手続きが難しい場合は、国立大学法人東海国立大学機構まで直接ご連絡ください。 EMAIL：dtakemo@agr.nagoya-u.ac.jp　TEL：090-4264-4192


	名古屋大学　農業資材　クラウドファンディング


